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牛ふん尿の大量蓄積による飼料作物への長期肥効化

吉田　衛史・国分　洋一＊・大橋　　功＊＊・佐藤　勝信

（福島県畜産試験場・＊福島県畜産試験場沼尻支場・＊＊福島県庁）

Errect or Lo叩－Term FertiliZer for For8ge Crop8by址888A¢Oumur8tion or C8ttle－W8St8

Mo．ihi88Yoslill）A，Ybichi KoEU8UNlIs806m娼HI＊＊8nd KBtSunObu SAT6

Fuku止ima An血81thSb8ndry E叩Orime山St8日on・＊Num8jiri Br仙Oh Fuku8bim8Ani・n81

比u8b8nd－y E印やriment St8tion・＊＊fuku止im8PrefeOtur81GoYOrnme山OfriOe

1　は　じ　め　に

近年，家畜の飼養頭数の増加に伴い，排泄されるふん尿

も，当然，増加の一途にあり，その処理法が畜産経営上大

きな問題となっている。限られた耕地面積内で容易に，か

つ，安価に処理するには，若干の問題はあるが，一つの方

法としてふん尿の多量施用が考えられる。毎年，同一圃場

に大量施用すると，土壌塩基類がアンバランスとなり，そ

こから生産される飼料作物も品質的にも悪くなることが懸

念される。

そこで本試験では，自然流下式ふん尿を用い，1年間大

量に試験地内に施用Ll），そこから生産されたトウモロコ

シの品質，並びに，土壌中の置換性塩基等について経年的

に調査し2），有効なふん尿の処理・利用法について5年次

までの成果を検討した。

2　眈　験　方　法

試験区は20ガ1区制とし51年4月～10月の各月，及び，

52年3月に各々5，10，20，40t／108を投入，乾燥後排

超を繰り返し，計40，80，160，320t／108区を設定した。

なお．土壌改良資材は施用しなかった。施用後，トウモロ

コシ（アズマイエロー）を供試作物とし，各試験区とも黄

熟期に至った時点で刈取調査を実施した。

3　試　験　結　果

（1）茎の太さ，梓長及び雌穂高の年次変化

52年（初年次）と56年（5年次）とを比較したものにつ

いて表1に示した。

表1茎径・梓長及び雌穂高の年次変化

葦：　 径 （用） 梓 長

（の）52年 56年
（初年次） （5 年次 ）

長径 ×短径 長径 ×短径 52年 56 年 52 年

2．5 ×2．0 2．0 × 1．8 258 206 124

2．5 ×2．0 2．0 × 1．8 266 203 128

3．3 ×2．4 2．1 × 1．8 265 2 14 120

2．9 ×2．5 2．5 × 2，1 255 220 112

茎径は初年次においては160t区．5年次では320t区が

太く．5年次においても残効が認められたが，全区とも茎

径は短縮した。初年次の梓長は各区とも250甜以上となり

80＝160＞40＝320t区の噸であったが，2年次以降はは

ば施用量の多い区ほど高くなった。なお，5年次は台風15

号の影軌こより各々乳熟後期に刈取調査を実施したので若

干低い値となった。

（2）生草収量並びに乾物収量の推移

生草収量は初年次7～8t／108から5年次3．8－4．6レ10

8へ，乾物収量は初年次2．9も／ハ08から5年次1．85t／108

へと同傾向で漸減した。なお，一般圃場で品種選定試験に

供試した同品種アズマイエローと比較してみると，初年目

は当然，ふん尿大量施用の効果が明らかに反映したが，2

年，3年次になると40t区においては若干下まわり，4年

次に到って各区とも低収となった。しかし，ふん尿による

残効は5年次になってもあり，無追肥でもかなりの収量が

長期間にわたって得られることが判明した（図1）。
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（3）硝酸態窒素並びにミネラル比

硝酸態窒素含有率を図2に，ち／（08＋軸）加比とCレi

比については表2に示した。

衰2　トウモロコシのミネラル比

　 項 目

区 分

E／℃ 8 ＋址g 0 8／今

5 2年 5 6 年 5 2 年 5 6 年

4 0 t 3 ．8 0 2．0 0 0．4 6 0．3 5

80 3．6 2 2．0 5 0．3 2 0．3 2

1 6 0 4．2 6 3．13 0．2 8 0．2 5

3 2 0 5．3 1 1．7 8 0、22 0．15
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2年次までは各区とも家畜が硝酸中毒を起こすとされて

いる基準値0．2％を越え，施用量に応じて高い値を示して

おり，特に，初年次の320t区においては1．2％と極めて高
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い値を示した。しかし・4年次からは各区とも安全基準値

以下となった。E／（08＋呼）m。比は・初年次は全区とも高

く5年次に至っても160t区においては依然として高い値

を示した。08／p比は1～2の範囲が適正とされているが．

08含有率が低いため5年次に至ってもいずれの区も1以

下であった。

棚　土壌成分

土壌成分含有率の年次変化について図3に示した。

置換性塩基の減少が著しく，特に．E20，址gO含有率

は2年次以降急減し，その後，低値で推移した。窒素含有

率は初年次とS年次と比較して7割以下の含有率となった。

有効一Pは，多量区はど減少が著しかったが，40，80t区

は初年目と変わらずに低い値で推移した。また，pEの変動
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図3　土壌成分含有率（0～10の）の年次変化

は他の成分と比較して少ない傾向を示した。

4　ま　　と　　め

自然流下式ふん尿を1年間多量還元した圃場でトウモロ

コシの生育，養分バランスと土壌成分について経年的に調

査し，有効なふん尿の処理・利用法について検討した。

収量はほほ施用童に応じて高く，年次を経過するにした

がって漸減したが，無追肥でもふん尿のみでかなり長く収

穫されるものと判断された。品質的には初年次においては

極めて劣悪なものであったが，2年次には硝酸態窒素は多

施用区はど著しく減少した。しかし，なお危険水準以上で

あり，3年次以降になってようやく正常値に近づいた。し

たがって，給与する場合には，単味は避け補助飼料の一部

として考えることが肝要である。

土壌は，当初，置換性塩基が著しく集積していたが．2

年次以降になり，急速に減少し，特に，EzO，址がは特徴

的であっ現。080も減少傾向が認められたが，有効態一P

は多施用区での減少が著しかった。なお，pfⅠは変動がわず

かであった。しかし，一時軌こせよ，多量施用すると環境

汚染（地下水）が聞壕になると思われるので，なお，検討
が必要である。
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